







































































３　卒業時の進路　           
 図２　卒業時の進路 ［回答数92件］













































































 図８　短大で学んだことは現在の仕事と関連があるか  ［回答数92件］
図９　仕事や日常生活で、短大で学んだことや経験が役に立っていると感じるか
　　　　　　　［回答数92件］




 図10　制服制度についてどう思うか  ［回答数92件］
 図11　学生生活の満足度  ［回答数92件］





























◦　 高橋先生 幸田先生 芝田先生 会いたいよーーーー。
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Ⅳ　アンケート結果の考察
　内容の分析としては、やはり気になるのが最初の勤務先を辞めているものが３割にのぼり、その
中でも半分の卒業生が半年以内に職場を辞めているという実態である。その理由としては、人間関
係や上下関係、また自分に合わなかったという理由のものが４割強の卒業生があげていることが目
を引く。職場とのミスマッチが数値として顕在化したと分析できるであろう。
　次に、満足度に関してはおおむね８割の卒業生が満足していると答えている。その内容としては
友人関係の良さをあげる卒業生が56.6％、キャリアセンターの対応がよかったとする者が41.3％と
高い数値を示した反面、先生たちの優しさや授業が楽しくて面白いと答えた卒業生が１人にとどま
る。これは、学生生活においての友人の存在の大きさを示すものとも捉えることができると共に、
授業に関する教員の取組みが学生に面白い、優しいとは受け取られていない実態を示している。また、
満足をしなかったという項目に対しては、設備面が不十分であったという卒業生が12％、逆に友人
関係に悩まされたとする卒業生が10.9％と比較的数値が高い。ここでも友人がキーワードとなっている。
　設備面では図書館の評価が30.4％、学生ホールの評価が36％、食堂の評価が34％と高かった。
逆に評価の低い点では25％が駐輪場（対象の学生がすべて駐輪場を使用しているわけではない）、
29％が食堂をあげている。
　制服制度に関しては必要である、あればよいと考える学生と、ないほうがよいという学生は５割
程度で、比較的、評価は半々に分かれている。
　本学の学びの中で得られたものは資格が92.4％と突出して高い。しかしながら、カリキュラム
ポリシーにあげられている、マナーやモラルの社会性は14％、コミュニケーション能力の向上は
11％、そして現代社会の問題点の理解は3.3％、グローバルな視野に関しては1.1％とまったく伸び
ていない。
　自由筆記欄には好意的なものが多く、シビアであるが参考になる意見は見られなかった。
Ⅴ　おわりに
　今回のアンケートの実施において考察されたことは、今後の教務・学生部の企画、運営に反映し
ていきたい。
　最後になるが、実施にあたり様々な尽力をいただいた教職員の先生方、また実施にあたっての予
算配分に格別の配慮をいただいた大阪城南女子短期大学に感謝の意を表したい。
